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研究報告書 

 

医療行為にかかわる分類の国際比較とその改善や利用価値の向上に資する研究 

 

研究代表者 川瀬 弘一 聖マリアンナ医科大学医学部教授 

 

研究要旨：WHO は国際統計分類（WHO-FIC）の中心分類として、国際疾病分類（ICD）と国

際生活機能分類（ICF）、保健・医療関連行為に関する国際分類（ICHI）を設けている。ICHI

は現在開発中で、暫定版として ICHI Beta-2 2018 版を公表しており、もう間もなく完成する。

ICHI が WHO によって承認されると国際統計報告、診療報酬体系等を含め、幅広く影響を及

ぼす可能性があり、ICHI 開発の情報収集・分析、国内意見の集約、ICHI 開発に対する体制作

りが重要である。本研究は ICHI の動向を明らかにするとともに、ICHI コードを国内の医療

行為にかかわる分類 K コードと STEM7 と比較検討した。ICHI には国内の医療行為にかかわ

る分類にはない Extension Code を用いることで、保健・医療関連行為の分類を精緻化するこ

とが可能である。とても便利なコードであるが理解が困難である。その具体例を提示し、

「Draft ICHI Guidelines for users」や「ICHI Platform User Guide」などの翻訳をおこなった。これに

より ICHI 承認後の国内対応が円滑になることが期待できる。 

 

 

研究分担者 

岩中 督・東京大学医学部附属病院 名誉 

教授 

波多野賢二・国立精神・神経医療研究セン 

ター 室長 

高橋長裕・公益財団法人ちば県民保健予防 

財団総合健診センター 顧問 

荒井康夫・北里大学病院 課長 

 

A. 研究目的 

WHO は国際統計分類（WHO-FIC）の中心

分類として、国際疾病分類（ICD）と国際生

活機能分類（ICF）、保健・医療関連行為に

関する国際分類（ICHI）を設けている。ICD、

ICF は WHO によって承認され各国に使用の

勧告がなされているが、ICHI は現在開発中

である。 

 WHO-FIC ネットワークは、2007 年に ICHI

開発をスタート、世界中の WHO-FIC コラボ

レーションセンターからの参加者によって

検討され、2012 年には暫定版である ICHI 

Alpha 版を作成した。2016 年 10 月には ICHI 

Task Force が WHO 内に正式に発足し、改定

作業を継続している。この時期にオンライ

ン上のブラウザに ICHI Platform（図 1）が立

ち上がり（https://mitel.dimi.uniud.it/ichi/）、

ここに ICH Alpha 版が公開、ここから ICHI

に対する意見の提出が可能となった。 

 

表 1：ICHI Platform：ICHI Beta-2 2018 がオン

ライン上のブラウザに公表 
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我が国からは消化管領域・血液リンパ系

領域の手術についてのレビューに参画した。

これら各国からのレビュー結果を反映させ

た ICHI Beta 版が平成 29 年 10 月に公開され

た。その後 ICHI Platform から個々の ICHI コ

ードに対する意見は誰でも書き込むことが

可能となり、我が国では、日本医学会にレ

ビューを依頼するとともに、日本診療情報

管理学会に診療報酬における手術分類（以

下、K コード）と ICHI のマッピング作業を

依頼した。2018 年 4 月には ICHI Beta 2018

版に改定され、2018 年 5 月からの 2 か月間

にフェーズ１テストとして、各国の分類と

ICHI とのマッピングテストが行われた。こ

の分析結果を反映させた ICHI Beta-2 2018 版

が 2018 年 10 月に公表され、2019 年 6 月か

らフェーズ 2 テスト（ICHI-Fit）が行われ、

間もなく ICHI Pre-final版が完成する（表2）。 

 

表 2：保健・医療関連行為に関する国際分

類（ICHI）承認までのタイムライン 

 

 

ICHI が WHO によって承認されると、国際

統計報告、診療報酬体系等を含め、幅広く

影響を及ぼす可能性があり、ICHI への対応

は急務である。 

平成 27 年度厚生労働科学特別研究の「医

療行為にかかわる分類の国際比較に関する

研究」（大井班）で、外科系学会社会保険委

員会連合（以下、外保連）で作成している

手術試案の分類コード（以下、STEM7）は、

ICHI における分類コード（以下、ICHI コー

ド）と類似していることが明らかになった。

本研究ではこれまで ICHIコードとKコード、

STEM7 の対応表を作成してきたが、これは

ICHI を理解する近道となっている。 

本研究の目的は、国内の医療行為分類と

ICHI コードをマッピングすることで、ICHI

コードを理解し、国内意見を ICHI 開発に提

案し、情報収集・分析、ICHI 暫定版の検証、

国内意見の集約、ICHI に対する国内体制整

備などを行うことである。 

 

B．研究方法 

ICHI の今年度の動向について WHO-FIC ネ

ットワークと緊密に連携する ICHI Task Force 

Meeting の活動、および今後の予定について

記述する。 

K コードは医科点数表（平成 30 年度版）、

STEM7 は外保連手術試案第 9.1 版（外保連

試案 2018 年に掲載）、ICHI コードは ICHI 

Beta-2 2018 版を用いて、それぞれのコード

の基本構造の違いについて具体例を提示し

ながら比較検討する。 

 

C．研究結果 

１）ICHI の動向 

 2018 年 4 月に WHO-FIC 中間年次会議（ジ

ュネーブ）、9 月に ICHI Taskforce Meeting （コ

ネリアーノ）、10 月に WHO-FIC 年次会議（ソ

ウル）そして 2019 年 2 月 WHO-FIC ICHI 

Development Meeting（ケルン）に出席し、

ICHI の情報収集や開発に参画した。 

 ICHI Beta 2018 版に対するフェーズ１テス

トは、世界各国で行われ（表 3）、我が国か 
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表 3：フェーズ１テスト 

 

表 4：保健・医療関連行為（案）100 件 

1) Multiprofessional interventions（18 件） 

 

2) Medical interventons（11 件） 

 

 

 

 

 

3) Diagnostical procedures（15 件） 

 
4) Surgical interventions（56 件） 
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らは K コードと ICHI とのマッピングテスト

結果を提出した。 

 また 2019 年 6 月から行われるフェーズ 2

テスト（ICHI-Fit）に向けて、頻度の高い保 

健・医療関連行為 100 件のリストアップ案

を、我が国とドイツで作成した（表 4）。2019

年 2 月 ICHI Development Meeting でどの保

健・医療関連行為を ICHI-Fit に用いられるか

が議論された（修正された結果もあるが、

これからテストが行われるため現在は非公

開であり、提出案を掲載している）。 

 

２）K コード、STEM7 と ICHI コードの基本

構造の違い 

 K コードは 2,098 件あり、原則 4 桁コード

である。1 桁目はアルファベット 1 桁で診

療行為ごとに決められ、手術はこれが K で

あるため K コードと言われる。この後ろに

3 桁の数字＋α（α は数字やカタカナ）が振

られているが、系統立ったコードではない。 

外保連手術試案 3,507 術式にはすべて

STEM7 がつけられている。術式が異なるが

STEM7 は同じというものもあり、コード数

は 1,715 件である。その基本構造は操作対

象部位 3 桁、基本操作 2 桁、手術部位への

アプローチ方法 1 桁、アプローチ補助器械

1 桁の 7 桁を連結した 7 桁コードである。 

 ICHI コードは、Target 3 桁、Action 2 桁、

Means 2 桁の 3 つの基本構造からなる 7 桁

コードで、コード数は 6,436 件、このうち

手術に関するコードは3,840件である（表5）。 

 

表 5： K コード、STEM7 と ICHI コード 
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STEM7 と ICHI コードの基本構造を比較す

ると、最初の 3 桁は操作対象部位と Target

である。STEM7 は手術を行う部位を示して

おり、コード数は 1,046 件ある（表 6）。３

桁コードの１桁目はアルファベットで、部

位を表している。一方 ICHI はすべての医療

行為を網羅したコードであり Target は 4 つ

に分類されている。STEM7 の操作対象部位

に対応するものは Interventions on Body 

Systems and Functions のなかの「身体の部位」

で 325 件ある。他に「身体機能」110 件、

学習と適用、作業、コミュニケーション、

セルフケア等の「活動」111 件、「環境」76

件、「健康関連の行動」32 件も含まれてお

り、コード数は全部で 654 件ある（表 7）。 

 次の 2 桁は基本操作と Action である。

STEM7の基本操作は患部に対する切除10件、

止血・出血予防 1 件、修復 9 件、採取・移 

 

表 6：STEM7 における操作対象部位 

 

 

表 7：ICHI コードにおける Target 

 

 

植 3 件、その他 1 件の合計 24 件である（表

8）。これに対して ICHI の Action は治療以外

のコードが含まれている。検査、画像、生

検などの「診断」が 11 件、切除、切開、挿

入などの「治療」が 77 件、支援、計画など

の「管理」が 10 件、「予防」が 17 件でその

他を含めてコード数は 117 件である（表 9）。 

 

表 8：STEM7 における基本操作

 

 

表 9：ICHI コードにおける Action 

 

 



7 

 

STEM7 の 6 桁目は手術部位へのアプロー

チ方法で、どこから基本操作を行うかを示

すもので、0 は開腹、開胸の手術で「open 

surgery」、1 は穿刺にて行う手術で「経皮的」、

2 は気道、消化管、尿道などの自然孔を介

して行う手術で「経孔的」などに分類され、

コード数は 6 件である。7 桁目はアプロー

チ補助機器で、手術に際して必要な機器を

示し、0 は「なし」、1 は「内視鏡」、2 が「顕

微鏡」、4 が「DSA」などで、13 件のコード

がある。 

ICHI の 6、7 桁目は Means で、大きく 4

つに分類され、「到達方法」12 件、「技術」

15 件、「方法」3 件、「資料」8 件の合計 38

件である（表 10）。 

 

表 10：ICHI コードにおける Means

 

 

到達方法は AA が open surgery、AB が

Percutaneous endoscopic 鏡視下手術、AC が

Per Orifice 経孔的手術、AD が Per orifice 

endoscopic 気道、消化管、尿道などの自然

孔を介して内視鏡を挿入して行う手術、AE

が Percutaneous 経皮的手術などとなってい

る。外保連の STEM７にないものとして、鏡

視下手術と経孔的手術を同時に行う

Combined approach なども設定され、より詳

細に分類できている。コードの 6、7 桁目だ

け STEM7 と ICHI の基本構造が異なるので、

対応表を作成した（表 11）。 

表 11：STEM７の手術部位へのアプローチ方

法、アプローチ補助器械と ICHI Means の対

応表 

 

 

３）Extension Code 

ICHI コードは、Target、Action、Means を

ピリオド（.）で連結した 7 桁コードを Stem 

Codes というが、これに Extension Code を付

記することで保健・医療関連行為の分類を

精緻化することが可能になる。Extension 

Code には Quantifiers から Therapeutic 

products までの 10 項目に大きく分けられ、

ICHI Beta-2 2018 版では 9,939 件のコード数

がある（表 12）。表示法は Stem code の後

ろに「&」を付けて Extension Code を連結す

ることで ICHI コードが完成する。なお複数

の Extension Code がある場合には、何個で

も連結することが可能である。 

 

表 12：ICHI Extension Code 

 

 

４）ICHI に対する国内体制整備 

今年度は第 55 回日本小児外科学会学術集

会（5 月 30 日、朱鷺メッセ新潟コンベンショ
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ンセンター、演題名「診療報酬における手術

分類（K コード）と外保連手術コードとの比

較検討」）、第 96 回診療情報管理士生涯教育研

修会モーニングセミナー（9 月 20 日、朱鷺メ

ッセ新潟コンベンションセンター、演題名「医

療行為の国際分類（ICHI）について」）、第 38

回医療情報学連合大会 （第 19 回日本医療情

報学会学術大会）（11 月 23 日、福岡国際会議

場、演題名「WHO-ICHI 医療処置手術コード標

準化の動向と外保連手術コード STEM7 との比

較」）において、医師や診療情報管理士に ICHI

の紹介を行った。 

Extension Code については「 Draft ICHI 

Guidelines for users」や「ICHI Platform User Guide」

などの翻訳を行い、その使用例を日本語で具

体的に提示した（資料 C）。また ICHI の粒度

についての概要も日本語で具体的に提示し

た（資料 D）。 

 

D．考察 

 WHO-FIC ネットワークは、2007 年に ICHI

開発をスタートさせたが、その目的は保

健・医療関連行為の標準的な分類を作成し、

国際比較、医療行為の分類がない国への提

供、すでに分類がある国に対しては不足し

ている項目を提供することなどが期待され

ている。完成間近で、これが WHO によって

承認されると、我が国への国際統計報告、

診療報酬体系等を含め、幅広く影響を及ぼ

す可能性があり、ICHI の情報収集・分析、

国内意見の集約、ICHI 開発・活用に対して

提案するための体制作りを戦略的に進めて

いくことが国内対応・国際貢献の両面から

重要である。 

我が国では手術に関するコードとして、

診療報酬における手術コードである K コー

ドと外保連手術試案に掲載されている

STEM7 が用いられている。K コードは、ハ

イフンや空白で枝番号が作られており一定

のルールでコーディングされていない。ま

たハイフンと空白の意味づけも曖昧である。

並び順は部位ごとにまとまっているものの、

細かい部分では追加や削除が繰り返された

影響で統一されていない。また術式名も「○

○根治術」や人名が含まれた術式など、そ

の術式名から実際の手術内容が推測できな

い術式名も多々含まれている。これに対し

て外保連手術委員会コーディングワーキン

ググループが中心に作成、手術試案第 8 版

（外保連試案 2012）より掲載されている

STEM7 は、臨床的な観点から体系的に整理

されている。 

2018 年診療報酬改定では、情報利活用の

推進としてデータ提出加算で提出を求める

データとして、K コードに STEM7 を併記す

る欄が設けられ、厚生労働省ホームページ

や医科点数表の解釈（いわゆる「青本」）に

「K コード STEM7 対応表」が掲載されてい

る（資料 A、B）。病院情報を扱う医療事務

職員、診療情報管理士が STEM7 を使うこと

で、STEM7 が一般的になることが期待でき

る。そうなれば ICHI と STEM7 の基本構造が

類似していることより、ICHI コードの理解

が容易になる。 

これまで手術を中心とした医療行為につ

いて ICHI とＫコード、STEM7 の比較・検証

を行ってきたが、ICHI は手術だけでなく保

健・医療関連行為すべてをカバーする分類

であり、検査、処置、学習・作業、コミュ

ニケーション、セルフケア等の活動や環境、

健康関連の行動、伝統医学の分野などにつ

いても適切なコードかどうかを確認するこ
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とが今後の課題である。 

 

E．結論 

 ICHI は現在開発中でその最終段階にある。

今回 ICHI の動向について明らかにするとと

もに、STEM7 と ICHI コードを比較検討する

ことで ICHI コードを明確にすることができ

た。ICHI コードの Extension Code は 7 桁のコ

ードでは十分表現できないあるいは区別で

きなない保健・医療関連行為の分類を精緻

化することが可能で、とても便利なコード

であるが理解しにくい。Extension Code の使

用例を具体例に提示することで ICHI の理解

が深まれば、ICHI 承認後の国内対応が円滑

になることなども期待できる。 

 

F．健康危険情報 

特記事項なし。 

 

G．研究発表 

1.  論文発表 

1) 川瀬弘一、岩中 督、大江和彦．WHO-FIC

医療処置手術コード標準化の動向と外保連

手術コード STEM７との比較．医療情報学．

2018．Nov;38(Suppl.):28-30 

2) 川瀬弘一．医療行為の国際分類（ICHI）

の動向について．保健医療科学．2018. 67(5): 

499-507 

2.  学会発表 

1) 川瀬弘一、北川博昭、古田繁行、岩中 督．

診療報酬における手術分類（K コード）と

外保連手術コードとの比較検討．第 55 回日

本小児外科学会学術集会．2018 

2) 川瀬弘一．医療行為の国際分類（ICHI）

について．第 96 回診療情報管理士生涯教育

研修会モーニングセミナー．2018.  

3) 川瀬弘一、岩中 督、大江和彦．学会企

画シンポジウム「医療情報の国際標準化の

状況と動向」WHO-FIC 医療処置手術コード

標準化の動向と外保連手術コード STEM７

との比較．第 38 回医療情報学連合大会．

2018． 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

特記事項なし 


